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）

( 単位： 千円)

＜事業に関する 説明＞

平成２ ０ 年度　 一般会計 予算見積 事業別概要書（ 当初）
款   6． 商工費                                  事 業 名   1． 労政一般事務費

一般財源

項   1． 商工費                                  細事業名

予算分析 臨時経費 新規事業 単独事業

目   4． 職業費 担当課･係  商工観光課 （ 執行課： 商工観光課

187 

( 歳　 入) ( 歳　 出) 財源内訳

要 求 額 0 187 要　 　 求

決 定 額 決　 　 定

実
施
計
画
の
内
容

（ 実施計画における 事業の概要） 施　 　 策

施策体系ｺ ﾄーﾞ 事業番号

総事業費 事業期間

年度別事業費

（ 事業実施に関する 根拠法令）

 佐倉市認定職業訓練運営事業補助金交付要綱

 職業能力開発促進法

（ 事業の説明） （ 事業の目的） （ 事業の効果）

  認定職業訓練運営事業補助金、 中小企業退職金共済掛金補助金の１   職業訓練校への支援する こ と によ り 、 優秀な技術者の養成を図り 、   市内建築業と 中小企業者の活性化が図ら れる 。

 ０ ％削減分を復元し よ う と する も のです。  雇用の安定を図り 、 も って中小企業の振興に寄与する 。  

  ま た、 中小企業者へ退職金制度への補助をする こ と によ り 、 雇用の  

  安定を図る 。  

  　  

   

   

（ 事業実施上の問題点） （ 前年度から の見直し 点） （ 見積についての特記事項）

  職業訓練校の存続を図る ため、 １ ０ ％削減せずに現状維持を図る 。  　   職業訓練校については、 一人でも 多く の優秀な技能者を養成する こ

 中小企業者への振興を図る ため、 補助基準額を変更せずに、 現状   と を通じ て、 地域の発展に貢献する こ と を目的と し て設置さ れてお

 維持し ていき たい。   り 、 開設当初に比べる と 生徒数が減少し ている が、 技術修得の場を

  確保する こ と は重要である 。 　

   

   

   

(佐倉市）


